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て用いられている O 酵素消化は有用な手法であるが， しばしば酵素の入手が困難な場合があったり，基質特異性のた
めに必ずしも糖残基を遊離するわけではないといった問題も存在する。このため，部分酸加水分解と二次元糖鎖マッ
ピングを組み合わせることによって，より普遍的で自動化にも適した構造解析法の開発を行った。
ピリジルアミノ化 (PA-) 糖鎖を部分酸加水分解し，得られた水解物をサイズ分画 HPLC にかけ，蛍光標識された
還元末端を含むオリゴ糖をサイズ毎に分離した。次に各画分を構造を強く反映して分離できる逆相 HPLC で分離し，










イヤでは α ーマンノシダーゼ E の活性が欠損していることが示唆された。同様のことが NicotianααJαtα においても
予想されており，植物に新たなプロセッシング経路が存在することが考えられるO








糖鎖構造を解析しそれらの構造からこの植物ではゴルジ α ーマンノシダーゼ E が働いていないことを明らかにし，
またヒト血液凝固医因子中に存在する新奇糖鎖の構造解析を行った。よって，本論文は博士(理学)の学位論文とし
て十分価値あるものと認めるo
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